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編集後記 
 前回、この編集後記で「馬鹿げた製品」と
言っていた「〇ふで箋」がいよいよ発売になり
ます。いかがでしょうか、馬鹿げていたでしょ
うか。展示会では多くの人が目を留め、「何に

使うの？」という予想通りの反応が多く(笑)、
とてもありがたかったです。使い方はぜひたく
さんのユーザーさんに考えて欲しいと希望して
おります。使い方は、、、自由だあ！ 

 ところで、便せんとして使いたいというニー

ズはあると思いますので、追って、〇ふで箋用
のごくシンプルな封筒もご用意する予定です。
どうぞご期待くださいませ。また、在庫場所が
大変なことになりそうです。 
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 皆さんは、あたぼうステーショナリーの

新製品、既にご覧になりましたか。その名

も「〇ふで箋」（まるふでせん）。名前の

とおり、丸い原稿用紙です。 

 今回発売するのは、フォーマットとして

は2種類です。赤い色がベースの焼網壹

（やきあみいち）は放射状にマスが伸びた

原稿用紙です。さて、これをユーザーさん

たちがどのように使うのかは楽しみです。 

 そして、もうひとつは焼網貮（やきあみ

に）。こちらは遠目で見ると焼き網に見え

るところからこの名をつけました（by 監修

者の小日向京氏）。 

 さらに、この2種類を50枚ずつ合計100枚

入れた「経木パック」もご用意していま

す。が、価格にご注意ください。焼網壹と

焼網貮はそれぞれ50枚で620円（税別）。

経木パックは100枚入って1,300円（税別）

です。つまり、箱が60円！という計算。計

算がおかしいですが(笑)、1,000箱限定です

ので、この値段でやります！絶対に箱がお

得ですので、箱付を買い、中身を使い終

わったら、ぜひ、追加で焼網シリーズをリ

フィルとしてお買い求めくださいませ。 

 発売ですが、8月初めを予定しています

（今、箱を運んでくる船が海の上）。 

君は見たか！あたぼうの新製品「〇ふで箋」 

じ ゃ ば ら ん バ サ ダ ー 2023 

募集予告 
 前回も予告していましたが、いよいよ月末ま

でには募集を開始します。準備をする時間をも

う少しだけください。どうぞよろしくお願いい

たします。 

じゃばらんだ、商標申請 

 じゃばらんだですが、だいぶ当社が考えている以

上に人気が出てきていると感じています。ありがと

うございます。このたび、デザインをしてくださっ

ているhoririum氏とも相談し、また名付け親である

小日向京氏にもご許可を頂戴して、「じゃばらん

だ」を商標として申請しました。これから、審査に

なると思いますので、まだ登録は先だろうと踏んで

おります。また、中国でも申請を進めております。 


